
１ 

洲本市身体障害者（児）主要福祉施策のあらまし 

令和７年４月１日現在 

制度の名称 要 件 ・ 内 容 窓 口 

手
当
等 

障害基礎年金の 

支給 

被保険者が国民年金法に定める障害程度に該当する障害となった時、又は２０歳未満

で障害者になった方【個別要件あり】 

年額 １級 １，０３９，６２５円 

   または １，０３６，６２５円（※） 

２級     ８３１，７００円 

または  ８２９，３００円（※） 

（※）昭和31年4月1日以前に生まれた方 

保険医療課国保年金係 

明石年金事務所 

特別児童扶養手当

の支給 

２０歳未満の身体又は精神に重度・中度障害のある児童（身障手帳1級から4級の一

部）を監護養育する保護者【所得制限あり】 

月額  １級５６，８００円 

     ２級３７，８３０円 

支給月 ４・８・１１月    

子ども子育て課 

特別障害者手当 

の支給 

在宅重度身体障害者で、日常生活において常時特別の介護を要する方（身障手帳2級

程度以上の障害が重複する方、肢体不自由で寝たきり状態の方等）【所得制限あり、

原則診断書必要】  

月額  ２９，５９０円 

支給月 ５・８・１１・２月      
福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

障害児福祉手当 

の支給 

２０歳未満の在宅重度心身障害児で日常生活において常時特別の介護を要する方（身

障手帳1級及び2級の一部に相当する方）【所得制限あり、原則診断書必要】 

月額  １６，１００円 

支給月 ５・８・１１・２月    

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

介護手当の支給 身障手帳１・２級を有する方で、在宅で常時臥床の状態（６ヶ月以上）、又はこれと

同等の状態にある障害者（原則65歳未満）を介護する方 

＊市民税非課税世帯で、障害福祉ｻｰﾋﾞｽ及び介護保険ｻｰﾋﾞｽを利用していない方 

（家族介護手当事業等の介護を理由とする給付金支給対象者は除く） 

年額 １００，０００円 

支給月 ２月 

※初年度は申請月に応じて減少 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

兵庫県心身障害者

扶養共済制度 

身障手帳１～３級の方を扶養する６５歳未満の親族が加入できる。 

加入者死亡のとき 月額２０,０００円支給  障害者死亡のとき 一時金支給 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

給
付
等 

重度心身障害者 

医療費公費負担 

身障手帳１・２級を有する方 

疾病、負傷、訪問看護について医療保険による給付が行われた場合の自己負担額を公費負担する。【所得制限あり】 

保険医療課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

他公費医療助成 

制度 

重度心身障害者医療費制度と他公費医療助成制度（自立支援医療「精神」以外）を受給している方 

重度心身障害者医療費受給者が他の公費負担医療制度を利用した場合の保険診療による医療費の自己負担額か

ら、重度心身障害者医療費制度の一部負担金に相当する額を控除した額を助成。 

保険医療課 

自立支援医療の 

給付 

（更生） （者）身体障害者更生相談所の判定 手術等により障害が軽減する場合の医療費を給付する。 

医療を受ける前に申請が必要です。【原則1割負担】  

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） （育成） （児）指定育成医療機関の判定 

補装具の交付・修

理・借受け 

身体上の障害を補うための補装具（義肢･装具、車いす、杖、視覚障害者用安全杖、補聴器等）の交付・修

理・借受けに要する費用の支給（身体障害者更生相談所の判定が必要な場合もあります）【原則1割負担】 

※介護保険対象者は除く 

購入前に申

請が必要で

す 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

日常生活用具の 

給付 

重度障害者の日常生活を便利にするための用具給付（入浴補助用具、ネブライザー、電気式たん吸引器、拡

大読書器、火災警報器、ストーマ装具など）【原則1割負担】 ※介護保険対象者は除く 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

税
の
減
免 

所得税 障害者控除（身障手帳３～６級）２７万円 特別障害者控除（身障手帳１，２級）４０万円 税務署 

住民税 障害者控除（身障手帳３～６級）２６万円 特別障害者控除（身障手帳１，２級）３０万円 税務課 

相続税 障害者が相続した際、税控除される場合があります 税務署 

マル優（非課税貯蓄

制度） 

預金や、公債（国債、地方債）などの元本350万円までの利子に対する所得税と住民税を非課税にできる制度。 
各金融機関 

軽自動車税種別割 障害者の移動手段としてもっぱら継続的に使用される以下の自動車が対象（要件等の詳細については各窓口にお問い合わせくださ

い） 

・障害者またはその方の親族で生計を一にする方が取得または所有し、運転する自動車 

・障害者のみの世帯の方が取得または所有する自動車で、その方を常時介護する方が運転する自動車 

税務課 

自動車税種別割 県税事務所 

（軽）自動車税環境性能割 
県税事務所 

交
通 

ＪＲ運賃の割引 
身障手帳の交付を受けている方の運賃５割引など 

対象要件、割引条件、購入方法等はJR 各社窓口にお問い合わせください。 
JR 各社窓口 

私鉄・船舶・ 

ﾊﾞｽ運賃の割引 会社ごとに割引の取扱が違いますので、各社窓口にお問合わせ下さい。 各社窓口 

ﾀｸｼｰ運賃の割引 身障手帳の交付を受けている方が乗車するﾀｸｼｰ運賃１割引  取扱については、各社窓口にお問い合わせください。 各社窓口 

国内航空運賃の 

割引 

身障手帳の交付を受けている方の運賃割引など 

会社ごとに割引の取扱が違いますので、各社窓口にお問合わせ下さい。 
各社窓口 

移動手段確保事業

助成券 

助成券交付枚数 

６００円券： ４８枚 

１００円券：144枚 

※申請月に応じて減

少 

 

身障手帳１・２級の交付を受けた方で、次の要件をすべて満たしている方 

・社会福祉法による第１種社会福祉事業を行う施設に入所していない方 

・介護保険法による介護老人福祉施設、介護老人保健施設及び介護医療院（旧：介護療養型医療

施設）に入所していない、または入院していない方 

・医療法に規定する医療提供施設に入院していない方 

・当該年度分（４月から６月までの間に申請の場合は前年度分）の所得税及び市民税のいずれか

が非課税の方 

・県及び市条例により自動車税又は軽自動車税の減免を受けていない方 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（ 五 色 庁 舎 ） 

http://www.k-words.jp/%E9%A0%90%E9%87%91/
http://www.k-words.jp/%E5%85%AC%E5%82%B5/
http://www.k-words.jp/%E5%9B%BD%E5%82%B5/
http://www.k-words.jp/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%82%B5/
http://www.k-words.jp/%E5%88%A9%E5%AD%90/
http://www.k-words.jp/%E6%89%80%E5%BE%97%E7%A8%8E/
http://www.k-words.jp/%E4%BD%8F%E6%B0%91%E7%A8%8E/


２ 

制度の名称 要 件 ・ 内 容 窓 口 

交
通 

有料道路通行料金

の割引 

身体障害者が自ら運転する場合又は、重度の身体障害者（第１種）を乗せて、介護者が運転する場合（対象となる自動車等につい

ては、お問い合わせ下さい。） <5割引>   手帳への登録等の手続きは、市福祉課又は窓口サービス課においてできます。 

身体障害者手帳（原本）・運転免許証（原本）・自動車検査証（原本）等（割賦契約または長期リースにより自動車を利用されて

いる場合は、割賦契約書又はリース契約書をあわせて）を持参し申請して下さい。また、ETCご利用の方は、障害者本人名義（１

８歳未満の場合は親権者等名義）のETCカードとETC車載器セットアップ申込書・証明書もあわせてご持参ください。 

 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

駐車禁止除外指定

車標章の交付 

手帳の交付を受けている方で、視覚（4級以上）・聴覚（3級以上）・肢体（上肢2級、下肢4級、体幹3級以上） 

・内臓4級以上（ぼうこう、直腸、肝臓は3級以上）等に該当する障害を有している方。 

※要件の詳細や申請に必要な書類等については、事前に洲本警察署にお問い合わせください。 

 

洲本警察署 

自動車改造費助成 
上肢、下肢、体幹機能障害者が自ら所有・運転する自動車の操向装置及び駆動装置等の改造に要した経費

の助成（限度額 １０万円） 【所得制限あり】 

改造前に申請

が必要です 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

運転免許取得費 

助成 

身障手帳を所持し、新規に免許を取得した方で市内に1年以上居住している方。（取得後1ヶ月以内に申請） 

助成額は免許取得に要した費用の2/3以内、ただし10万円を上限とする。  【所得制限、その他要件あり】 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

兵庫ゆずりあい駐

車場制度 

手帳の交付を受けている方で、視覚・免疫機能障害、肝臓（４級以上）、聴覚（２・３級）、平衡機能（３・５級）、上肢（１・

２級）、下肢（６級以上）体幹（１・２・３・５級）、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう直腸・小腸（１・３・４級）で歩行が困

難な方が、障害のある方など向けの駐車場枠を適正にご利用いただくために「兵庫ゆずりあい駐車場利用証」を交付。 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

洲本健康福祉事務所 

そ
の
他
生
活
支
援 

生活福祉資金の貸付(身体

障害者更生資金) 

生業費、支度費、技能習得費、生活資金、住宅資金等（保証人なしの場合…利子 年1.5％ 保証人ありの場合…無利子） 

【貸付については、貸付条件、限度額等の制限あり】 

社会福祉協議会 

２６－００２２ 

青い鳥郵便葉書無償配布 身障手帳１・２級の交付を受けた方 一人につき２０枚（期間：４月１日～５月３１日の間） 郵便局 

電話番号案内料 

の免除 

身障手帳の交付を受けている方で、NTTの定める手帳要件に該当する方 

ふれあい案内の登録（0120－104－174）が必要 月曜日～金曜日 午前9時～午後５時（祝日・年末年始除く） 
NTT 

ＮＨＫ放送受信料 
全額免除 身体障害者が世帯構成員であり、世帯全員が市民税非課税の場合 福祉課･窓口ｻｰﾋﾞｽ課 

ＮＨＫ 半額免除 視覚・聴覚障害者、又は重度（１、２級）の障害者が世帯主でかつ受信契約者の場合 

ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ月額利用

料金 

 

※令和７年度の申請対象

者は、令和７年２月20日

時点の右記手帳所持者 

全額免除 

・市民税が非課税（世帯全員）で、障害程度が１級、２級の身体障害者を有する世帯（世帯員のうち70

歳以上は所得割が非課税であれば可） 

・障害程度が１級、２級の視覚、聴覚障害者を有する世帯  
DX推進課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課 

半額免除 
・障害程度が３級～６級までの視覚、聴覚障害者が世帯主の世帯 

・障害程度が１級、２級の身体障害者が世帯主の世帯    

携帯電話基本使用料等 身体障害者手帳の交付を受けた方の基本使用料の割引など（対象要件、割引内容、申込み方法等は取扱店にお問い合わせください） ショップまたは取扱店 

障害者の地域での自立した生活を支援します。 ※介護保険対象者は介護保険制度が優先されます。 

 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

 

 

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ 

介護給付 

 

障害程度が一定以上の方に生活上、又は療養上の必要な介護を行います。 

・居宅介護（ホームヘルプ） 

・重度訪問介護    

・同行援護 

・行動援護    

・重度障害者等包括支援 

・短期入所（ショートステイ）  

・療養介護 

・生活介護          

・施設入所支援 

訓練等給付 

身体的、又は社会的なリハビリテーションや就労につながる支援を行います。 

・自立訓練         ・自立生活援助        ・共同生活援助（グループホーム） 

・就労移行支援       ・就労継続支援        ・就労定着支援 

児童通所ｻｰﾋﾞｽ 児童通所給付 
日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行います。 

・児童発達支援       ・放課後等デイサービス    ・保育所等訪問支援 

地域生活支援事業 
移動支援 屋外で移動が困難な方等に、外出や社会参加を行うための支援を行います。 

日中一時支援 日常的に介護している家族等の支援が受けられない場合に、日中日帰りによる活動の場を提供します。 

手話通訳者・要約筆記

奉仕員派遣制度 

聴覚障害者の方に無料で派遣しています 

（原則１週間前申込） 

淡路聴覚障害者ｾﾝﾀｰ 

Tel 24-3850 

Fax 26-1175 

訪問型歩行訓練事業 在宅視覚障害者で白杖を使った歩行訓練を希望する方に歩行訓練士を派遣します  １時間あたり２５０円 福祉課 

ヘルプマーク・ヘル

プカード 

内部障害・難病など外見から援助や配慮が必要とわかりにくい方が、周囲に認識してもらいやすいよう身につけるもの 

（交付にあたり手帳等の提示や写しの添付は必要ありません） 

福祉課 

窓口ｻｰﾋﾞｽ課（五色庁舎） 

＊詳細は各窓口にお問い合わせ下さい 

 〇 市内所在の相談支援事業所一覧 

   障害のある方が地域で生活していくための支援をしてくれる相談支援事業所があります。気軽に相談してみてください。 

事業所名 所在地 連絡先 

身体障害者生活支援センターフローラすもと 洲本市鮎屋字久シ原６３６番地 TEL 22－5448／FAX 22－5446 

淡路障害者生活支援センター 洲本市上加茂７番地 TEL 26－0525（FAX兼用） 

五色精光園相談支援事業所 洲本市下加茂１丁目６番６号 TEL 38－6181／FAX 38－6182 

淡路聴覚障害者相談支援事業所 洲本市中川原町中川原22２番地２ TEL 090―6208－0942／FAX 28－0992 

洲本市社会福祉協議会相談支援事業所 洲本市山手２丁目２番２６号 TEL 26－0022／FAX 26－0021 

みんないっしょ 洲本市納231番地8 TEL 24－5035／FAX 53－9070 

在宅介護支援センター五色園 洲本市五色町鳥飼浦2277番地3 TEL 34－0550／FAX 34－0820 

相談支援事業所 Cocon 洲本市納 512番地３ TEL 080－4642－4803／FAX 38－4059 

 


